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このたび、特集号『Road to Fusion Energy 2027』を無事に発刊できますことを、大
変嬉しく思います。

本誌の発刊にあたり、ご多忙の中にもかかわらず趣旨にご賛同いただき、掲載にご協力くださいました企業・
団体の皆様に、心より御礼申し上げます。お寄せいただいた各記事からは、フュージョンエネルギーの実現に
向けて挑戦を続ける現場の熱意と、未来を切り拓こうとする強い意志が伝わってまいりました。本誌が、核融
合に関心を持つ学生や若手研究者にとって、自らの進路や将来像を考える契機となれば幸いです。

近年、核融合研究開発を取り巻く状況は大きく変化しています。世界各国で開発競争が加速する中、日本国
内においても、研究機関のみならず産業界の参画が急速に広がりつつあります。さらに、日本政府が2030年代
からの核融合原型炉建設開始を視野に入れた方針を示したことで、フュージョンエネルギーは「未来の技術」
から「社会実装をめざす現実の技術」へと大きく歩みを進めています。

こうした時代の転換点において求められるのは、研究者だけではありません。設計、製造、材料、計測、制御、
AI・デジタル技術、保守・運用など、極めて幅広い分野で新たな人材が必要とされています。本誌『Road to 
Fusion Energy 2027』は、そのような未来を担う若い世代と、最前線で挑戦を続ける企業・団体をつなぐ“出
会いの場”として企画いたしました。

第 2 号となる本誌では、前号からさらに内容を充実させ、フュージョンエネルギーを支える多様な技術や人
材像をより具体的に感じていただける構成をめざしました。読者の皆様が、本誌を通じて新たな可能性や将来
への展望を見出していただければ幸いです。

今後も、本誌が核融合分野における人材育成と産学連携の一助となり、日本のフュージョンエネルギー開発
を支える架け橋として成長していけるよう、継続的な発行と内容のさらなる充実に努めてまいります。引き続き、
ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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